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秋
の
記
念
大
会
に
向
け
て
、
始
動
！ 
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☻ 
こ
の
度
、
会
報
誌
・
國
際
抜
刀
道
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
「
剣
魂
」
が
発
刊
さ
れ
る
事
と
な
り
、

大
変
嬉
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
御
座
い
ま
す
。 

各
支
部
か
ら
の
活
動
状
況
を
ど
ん
ど
ん
お
伝
え
頂
き
、
交
流
の
場
と
し
て
よ
り
親
睦
が
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

亡
き
泰
三
郎
が
い
て
く
れ
ま
し
た
ら
、
創
刊
号
と
聞
い
て
筆
豆
だ
っ
た
父
の
こ
と
で
す
、

会
員
の
皆
様
に
感
謝
と
抜
刀
道
へ
の
熱
い
思
い
を
き
っ
と
お
伝
え
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

御
尽
力
頂
き
ま
す
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 
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中
村
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二
代
目
宗
家 

中
村
朋
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七
月
二
〇
日
（
月
）
海
の
日
、
各
支
部

の
先
生
方
が
ヨ
コ
ヤ
マ
文
化
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
、
審
判
講
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
講
習
会
は
、
技
の
着
眼
と
審
判

の
認
識
統
一
を
図
る
た
め
毎
年
実
施
さ

れ
、
審
判
技
術
を
認
め
ら
れ
た
者
だ
け
が

大
会
で
の
審
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

会
長
挨
拶
と
新
任
理
事
の
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て
形
の
部
か
ら
競
技
ル
ー
ル
や

判
定
基
準
に
つ
い
て
佐
藤
（
征
）
先
生
の

説
明
が
始
ま
っ
た
。
説
明
の
合
間
に
は
活

発
な
質
疑
応
答
、
と
き
に
議
論
が
白
熱
し

沸
騰
、
や
が
て
収
斂
し
ひ
と
つ
の
結
論
が

定
ま
る
。
妥
協
な
く
真
摯
に
検
討
と
確
認

が
続
い
た
。
午
後
か
ら
は
、
会
員
有
志
の

模
擬
試
合
を
実
際
に
採
点
し
、
評
価
と
審

議
が
行
わ
れ
た
。
す
べ
て
を
完
了
し
た
と

き
は
す
で
に
午
後
四
時
を
過
ぎ
て
い
た
。 

長
時
間
に
お
よ
ぶ
講
習
の
中
で
疲
れ

を
見
せ
ず
、
公
正
を
追
及
さ
れ
る
諸
先
生

方
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
強
く
印
象
に

残
っ
た
。 

今
年
も
大
会
ま
で
い
よ
い
よ
残
す
と

こ
ろ
あ
と
３
か
月
。 

骰
子
一
擲
！
（
賽
は
投
げ
ら
れ
た
） 

発行者：会長   中村朋子 

主 管：事務局長 中村憲三 

編 集：本部道場 鶴誠会 
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【
日
時
】
四
月
二
十
一
日
（
日
） 

 
 

【
会
場
】
台
東
区
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

【
参
加
】
中
村
（
憲
）、
阿
部
、
高
橋
（
淳
）、
勝
野
、 

 
 

 
 

橘 

 

日
本
古
武
道
振
興
会
は
、
戦
国
時
代
か
ら

続
く
日
本
伝
統
の
武
道
の
数
々
を
一
般
公
開

し
て
い
る
全
国
団
体
で
あ
る
。
伝
統
文
化
で

あ
る
古
武
道
の
伝
承
と
親
交
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
十
年
に
創
設
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
試
斬
の
あ
と
、
中
村
（
憲
）
会

長
の
号
令
の
も
と
四
剣
士
が
戸
山
流
を
演
武

し
、
日
本
刀
本
来
の
切
れ
味
を
見
て
い
た
だ

い
た
。 
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【
日
時
】
五
月
五
日
（
火
） 

【
会
場
】
愛
知
県
新
城
市
長
篠
城
址 

天
守
閣
広
場 

【
参
加
】
中
村
（
憲
）、
佐
藤
（
征
）
、
野
村
、
阿
部
、 

高
橋
（
淳
）
、
富
岡
、
勝
野
、
橘 

 

こ
の
祭
り
は
、
長
篠
合
戦
で
武
田
軍
、
織

田
・
徳
川
連
合
軍
の
戦
没
者
を
供
養
す
る
儀

式
で
、
今
年
で
五
十
回
を
迎
え
る
。
呼
び
物

の
火
縄
銃
発
砲
を
は
じ
め
、
我
々
の
中
村
流

抜
刀
道
の
居
合
道
儀
式
の
ほ
か
、
和
太
鼓
演

奏
、
具
足
弓
演
武
な
ど
、
戦
国
絵
巻
を
一
日

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
高
い
。 

特
に
今
年
は
、
徳
川
家
康
没
四
百
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
盛
大
な
行
事
と
な
っ
た
。 

当
会
は
、
例
年
新
城
支
部
と
共
に
参
加
し
て

き
た
。
今
年
も
川
村
支
部
長
、
小
笠
原
氏
ほ
か

支
部
の
み
な
さ
ん
が
準
備
万
端
整
え
て
く
だ

さ
り
、
無
事
に
演
武
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
い
つ
も
の
事
な
が
ら
感
謝
で
一
杯
で
す
） 

 

今
回
も
祭
り
の
儀
式
の
後
、
す
ぐ
に
演
武
を

開
始
。
ま
ず
中
村
会
長
以
下
の
六
剣
士
に
よ
る

試
斬
り
と
戸
山
流
形
を
披
露
。
続
い
て
野
村
教

士
八
段
が
、
宗
家
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
で
話
題
を
呼

ん
だ
藁
束
の
四
方
へ
の
吊
る
し
斬
り
を
演
武

し
、
日
本
刀
試
し
斬
り
の
凄
味
を
披
露
し
た
。

さ
ら
に
野
村
、
中
村
両
剣
士
に
よ
る
中
村
流
組

太
刀
を
演
武
。
隙
の
な
い
真
剣
で
の
刀
裁
き
に

場
内
は
息
を
の
む
。 

最
後
は
佐
藤
（
征
）
教
士
八
段
が
中
村

流
八
方
斬
り
で
締
め
る
。
相
対
す
る
敵
数

名
を
仮
想
相
手
と
し
た
左
右
の
袈
裟
か
ら

斬
り
上
げ
、
水
平
斬
り
と
途
切
れ
る
こ
と

な
く
技
が
続
く
。
そ
し
て
大
舞
台
で
の
演

武
は
据
え
物
斬
り
で
完
結
し
、
報
道
陣
を

は
じ
め
観
衆
の
前
で
真
剣
斬
り
の
真
髄
を

見
て
い
た
だ
い
た
。 

こ
の
祭
り
に
は
、
い
つ
も
熱
心
な
武
道

愛
好
家
が
大
勢
詰
め
か
け
、
撮
影
さ
れ
た

写
真
や
映
像
な
ど
を
後
日
送
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。（
こ
ち
ら
に
も
感
謝
！
） 

 

な
お
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
五
月
四
日

京
都
下
賀
茂
神
社
、
五
日
に
白
峰
神
宮
で

日
本
古
武
道
振
興
会
主
催
の
奉
納
演
武
会

が
開
催
さ
れ
、
高
野
教
士
七
段
が
会
を
代

表
し
て
参
加
、
戸
山
流
の
演
武
を
行
っ
た
。 
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四
月
十
二
日
（
日
）
鶴
見
リ
ブ
マ
ッ
ク
ス
ホ

テ
ル
に
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
國
際
抜
刀
道

連
盟
役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

例
年
通
り
、
今
年
度
の
大
会
内
容
や
審
判
講

習
会
な
ど
の
行
事
を
中
心
に
各
種
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
今
年
度
の

大
会
は
故
中
村
泰
三
郎
先
生
の
十
三
回
忌
追
悼

大
会
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 
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【
日
時
】
五
月
二
十
四
日(

日
） 

【
会
場
】
神
奈
川
横
浜
市
桜
木
町 

伊
勢
山
皇
大
神
宮 

【
参
加
】
中
村
（
憲
）、
高
野
、
阿
部
、
高
橋
（
淳
）、 

 

曲
山
、
勝
野
、
橘 

 

五
月
吉
日
、
伊
勢
山
常
太
刀
会
主
催
に
よ
る

古
武
道
演
武
奉
納
で
、
戸
山
流
お
よ
び
中
村
流

の
形
、
そ
し
て
試
し
斬
り
を
奉
納
し
た
。 

伊
勢
山
皇
大
神
宮
は
、
横
浜
市
の
鎮
守
で
あ

り
、
関
東
の
「
お
伊
勢
さ
ん
」
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。
当
日
は
日
柄
も
よ
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
結
婚
式
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
宮
司
さ
ん
も

忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。
今
回
は
、
境
内
に

注
連
縄
を
張
っ
た
特
設
舞
台
で
珍
し
い
太
極
拳

や
空
手
、
居
合
道
な
ど
十
団
体
が
演
武
を
奉
納

し
た
。 

場
所
が
あ
ま
り
広
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
二

班
に
分
か
れ
て
演
武
。
ま
ず
高
野
教
士
七
段
以

下
、
阿
部
、
勝
野
、
橘
の
四
剣
士
で
試
斬
と
戸

山
流
の
形
を
披
露
。
次
に
中
村
会
長
と
高
橋

(

淳)

、
曲
山
の
三
剣
士
で
試
斬
と
中
村
流
の
形
、

最
後
は
高
野
、
中
村
両
剣
士
に
よ
る
組
太
刀
を

演
武
し
て
日
本
刀
真
剣
斬
り
の
神
髄
を
見
て
い

た
だ
い
た
。 

我
々
は
初
代
宗
家
以
来
、
常
太
刀
会
創
設
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
会
長
は
じ
め
古
老
の
先
生

方
よ
り
宗
家
の
豪
快
な
技
、
立
居
振
舞
な
ど
の

貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

Ợ
 

 
【
日
時
】
五
月
十
六
日(

日
） 

【
会
場
】
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区 

瀬
戸
神
社 

【
参
加
】
佐
藤
（
征
）
、
野
村
、
高
野
、
北
村
、
ケ
ン
ト 

 

日
本
居
合
道
協
会
主
催
の
第
十
四
回
居
合

道
演
武
会
が
、
前
北
条
氏
ゆ
か
り
の
金
沢
文

庫
に
あ
る
瀬
戸
神
社
で
開
催
さ
れ
た
。 

当
日
は
あ
い
に
く
雨
天
の
た
め
、
急
き
ょ

近
く
の
長
生
寺
寿
楽
会
館
に
会
場
を
移
す
こ

と
に
な
っ
た
。
館
内
は
、
演
武
者
と
観
客
で

満
員
。
会
か
ら
は
佐
藤
（
征
）
教
士
八
段
以

下
五
名
の
剣
士
が
参
加
し
、
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
の
中
で
戸
山
流
の
形
、
試
斬
、
組
太
刀
、

そ
し
て
中
村
流
八
方
斬
り
を
披
露
し
た
。
迫

真
の
演
武
に
一
斉
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
輝
き
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
響
い
た
。 

Ợ

 

 

【
日
時
】
七
月
十
九
日(

日
） 

【
会
場
】
東
京
都 

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

【
参
加
】
中
村
（
憲
）、
佐
藤
（
征
）
、
高
野
、 

 

海
の
日
を
含
む
三
連
休
、
猛
暑
を
予
感

さ
せ
る
蒸
し
暑
さ
の
中
で
、
日
本
古
武
道

振
興
会
の
創
立
八
十
周
年
記
念
武
道
大
会

が
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
一
階
か
ら
四
階
ま
で
ぶ
ち
抜
き
の

二
千
座
席
を
有
す
る
大
空
間
の
中
、
七
十

団
体
の
演
武
が
粛
々
と
行
わ
れ
た
。 

会
か
ら
は
中
村
会
長
、
佐
藤
（
征
）
教

士
八
段
、
高
野
教
士
七
段
が
参
加
し
、
戸

山
流
の
形
と
試
斬
を
披
露
し
た
。 
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平
成
二
十
七
年
四
月
十
七
日
、
岡
崎
市
内

に
あ
る
岡
崎
伊
賀
神
社
境
内
に
て
奉
納
演
武

を
し
ま
し
た
。
こ
の
神
社
は
、
松
平
家
に
よ

っ
て
造
ら
れ
、
現
建
物
は
家
光
公
に
よ
っ
て

建
て
替
え
ら
れ
た
格
式
の
あ
る
神
社
で
す
。 

こ
の
四
月
十
七
日
は
徳
川
家
康
没
後
四
百

年
に
あ
た
り
、
命
日
の
式
典
の
一
部
と
し
て
、

國
際
抜
刀
道
連
盟
半
田
支
部
だ
け
が
招
か
れ

ま
し
た
。
式
典
中
最
初
の
神
事
と
し
て
来

賓
・
神
官
・
氏
子
代
表
の
方
々
の
前
で
演
武

し
ま
し
た
。
戸
山
流
の
集
団
形
、
そ
し
て
試

斬
。
派
手
さ
の
な
い
洗
練
さ
れ
た
斬
り
を
め

ざ
し
、
皆
が
ミ
ス
な
く
斬
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
演
武
は
境
内
に
緊
張
が
漂
う
中
静
か

に
淡
々
と
進
み
、
日
頃
の
成
果
を
も
れ
な
く

披
露
し
、
式
典
参
加
者
か
ら
は
、
武
道
の
持

つ
緊
迫
感
が
よ
か
っ
た
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

神
社
か
ら
も
、
年
間
行
事
に
組
み
入
れ
た

い
か
ら
新
年
の
祭
事
、
四
月
の
家
康
公
の
神

事
、
秋
の
祭
事
と
、
年
三
回
の
演
武
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。 

（
半
田
支
部
長 

教
士
七
段 

石
川
勉
） 

Ợ

 

五
月
十
七
日
、
名
古
屋
市
緑
区
桶
狭
間
古
戦

場
公
園
内
に
て
、
桶
狭
間
慰
霊
奉
納
演
武
会
が

行
わ
れ
、
半
田
支
部
か
ら
十
一
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

桶
狭
間
合
戦
で
没
し
た
織
田
軍
・
今
川
軍
の

武
人
慰
霊
奉
納
が
目
的
で
、
桶
狭
間
地
区
の
保

存
会
が
企
画
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
過
去

に
何
回
か
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
四
年
ぶ
り

の
出
演
と
な
り
ま
し
た
。
半
田
支
部
「
尾
張
剣

和
会
」
は
、
二
十
五
分
の
持
ち
時
間
を
頂
戴
し
、

戸
山
流
形
を
四
名
、
制
定
刀
法
を
四
名
、
組
太

刀
を
四
名
、
最
後
に
納
め
太
刀
と
し
て
私
が
中

村
流
を
演
武
し
ま
し
た
。 

尾
張
剣
和
会
と
し
て
は
、
他
の
流
派
の
「
気
」

に
負
け
な
い
よ
う
、
大
き
な
掛
け
声
を
だ
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
村
流

の
普
及
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
長
き
に
わ
た
っ

て
参
加
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（
教
士
七
段 

石
川
勉
） 

 

六
月
七
日
、
三
重
県
伊
勢
市
の

「
伊
勢
神
宮
内
宮
殿
能
舞
台
」
に

て
、
神
宮
武
芸
奉
納
会
が
行
わ
れ
、

半
田
支
部
は
石
川
、
伊
藤
、
北
岡
、

大
橋
の
四
名
が
出
席
し
、
奉
納
演
武

を
行
っ
た
。 

今
回
の
参
加
は
、
古
流
各
派
十
三

団
体
。
ま
ず
神
楽
殿
に
て
全
員
お
神

楽
を
奉
納
し
、
御
垣
内
参
拝
を
行
っ

た
の
ち
に
、
参
集
殿
奉
納
能
舞
台
に

て
武
芸
奉
納
と
な
っ
た
。
ま
ず
各
流

派
師
範
の
演
武
が
あ
り
、
続
い
て
参

加
団
体
メ
ン
バ
ー
が
順
に
舞
台
に

あ
が
り
演
武
を
行
っ
た
。 

半
田
支
部
は
四
年
ぶ
り
の
参
加

と
な
り
、
短
時
間
な
が
ら
中
村
流
と

組
太
刀
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
舞
台
前
は
参
拝
道
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
観
客

席
は
た
ち
ま
ち
一
杯
に
な
っ
た
。 

今
回
の
参
加
で
、
他
の
流
派
の
先

生
方
と
久
し
ぶ
り
の
交
流
を
得
ら

れ
、
様
々
な
情
報
交
換
が
で
き
、
剣

和
会
の
会
員
に
と
っ
て
も
非
常
に

よ
い
刺
激
と
な
っ
た
。
ま
た
来
年
は

伊
勢
サ
ミ
ッ
ト
の
影
響
で
奉
納
会

の
規
模
が
不
明
な
が
ら
、
世
話
役
の

人
か
ら
半
田
支
部
の
参
加
を
要
請

さ
れ
た
。 （

教
士
七
段 

石
川
勉
） 
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千
葉
東
金
支
部
同
好
会
会
長 

中
村
流
八
方
斬
り
継
承
者 

教
士
八
段 

陳
徳
銘 

 

お
元
気
で
す
か
、
頑
張
っ
て
ま
す
！ 

 

東
金
居
合
抜
刀
道
同
好
会
は
、
昭
和
六
十

一
年
一
月
に
発
足
。
居
合
抜
刀
道
の
稽
古
会

を
通
じ
、
試
し
斬
り
を
体
験
し
な
が
ら
日
本

刀
の
操
法
を
は
じ
め
各
種
武
道
を
研
究
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
興
味
の
あ
る
人
た
ち

が
、
お
互
い
の
心
身
の
鍛
錬
向
上
を
目
的
と

し
て
集
ま
り
、
三
十
年
間
で
百
五
十
七
名
の

入
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
剣

士
は
三
十
五
名
で
す
。
毎
週
日
曜
日
の
午
後

五
時
よ
り
、
東
金
市
立
東
金
中
学
校
武
道
場

で
、
居
合
の
形
と
試
し
斬
り
の
稽
古
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

同
好
会
の
発
足
当
時
（
昭
和
六
十
三
年

頃
）
は
、
宗
家
中
村
泰
三
郎
先
生
が
ま
だ
ま

だ
元
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
東
京
都
中
央
区

立
浜
町
の
総
合
体
育
館
や
八
王
子
の
竹
松

道
場
、
山
形
の
林
崎
居
合
神
社
振
武
道
場
な

ど
で
、
抜
刀
道
研
究
講
習
会
を
開
い
て
お
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
同
好
会
の
会
員
数
名
を
連

れ
て
、
よ
く
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
時

の
稽
古
風
景
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
と
っ
て

会
員
の
方
々
に
配
り
、
宗
家
の
著
書
「
日
本

刀
、
試
し
斬
り
の
真
髄
」
を
参
考
書
に
し
て
、

日
夜
稽
古
に
汗
を
流
し
た
次
第
で
す
。 

Ҳ
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現
在
は
、
教
士
七
段
が
一
名
、
錬
士
七
段
が

三
名
、
錬
士
六
段
以
下
多
数
が
育
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
時
間
的
余
裕
が
あ
れ
ば
、
全
国
大
会

や
抜
刀
道
講
習
会
、
昇
段
審
査
等
に
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。 

当
初
は
、
試
し
斬
り
の
稽
古
の
際
、
刀
の
な

い
人
に
私
の
愛
刀
を
貸
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
で
は
抜
刀
道
に
理
解
を
示
し
、
自
分

の
愛
刀
を
持
つ
剣
士
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
抜

刀
道
は
、
実
際
に
真
剣
で
物
体
を
試
斬
す
る
武

道
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
の
稽
古
を
少
し
で
も
横

着
し
ま
す
と
、
手
の
内
・
間
合
い
・
刃
筋
が
狂

う
な
ど
、
す
ぐ
結
果
に
出
ま
す
。「
百
錬
自
得
」

が
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。
居
合
道
関
係
の
書

物
を
よ
く
読
み
、
刀
法
の
実
践
と
し
て
一
本
で

も
多
く
試
し
斬
り
体
験
を
す
る
こ
と
が
、
極
意

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
よ
り
「
千
葉
東
金
支
部
」
と
改
名
し

ま
し
た
。
現
在
も
多
く
の
剣
士
が
熱
心
に
稽
古

に
精
進
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
試
斬
用
の
糸

巻
畳
表
は
、
千
葉
県
内
の
畳
業
者
さ
ん
に
お
願

い
し
て
、
倉
庫
六
か
所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

約
五
年
分
ほ
ど
蓄
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
皆
さ
ん
が
稽
古
試
斬
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
平
成
二
十
三
年
十
月
九
日
に
は
、

東
金
市
体
育
協
会
会
長
よ
り
、
優
良
団
体
表
彰

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

̬
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國
際
抜
刀
道
連
盟
規
約
第
八
章
段
級
位
称
号

に
基
づ
き
、
東
金
支
部
同
好
会
の
恒
例
行
事
で

あ
る
平
成
二
十
七
年
度
の
昇
段
位
審
査
会
が
、

無
事
終
わ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
受
験
申
し
込
み
が
多
く
、
審
査
会
を

三
回
に
分
け
ま
し
た
。
五
月
三
十
一
日
か
ら
六

月
二
十
一
日
ま
で
か
か
り
、
大
変
忙
し
い
と
こ

ろ
、
本
部
か
ら
中
村
（
憲
）
、
佐
藤
（
征
）
両
先

生
が
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
厳
正
な
る
審
査
会

の
結
果
、
六
段
の
部
で
二
名
の
剣
士
が
不
合
格

と
な
り
ま
し
た
。
本
人
た
ち
も
、
自
分
の
稽
古

不
足
の
た
め
と
納
得
し
て
「
来
年
頑
張
り
ま
す
」

と
の
こ
と
。 

今
回
の
合
格
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

初
段
の
部
：
黒
川
弘
、
渡
邊
大
地
、
上
原
弘
、 

斎
藤
錬 

二
段
の
部
：
岩
柳
弘
満
、
斎
藤
英
彦 

三
段
の
部
：
松
本
省
志 

四
段
の
部
：
岸
秀
年
、
内
山
甚
一
郎 

五
段
の
部
：
植
松
憲
一 

六
段
の
部
：
木
村
正
明
、
田
代
潔 

七
段
の
部
：
石
橋
義
仁 

 

 
（
教
士
八
段 

陳
徳
銘
） 
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七
月
四
日
、
五
日
に
今
年
度
の
昇
段
試

験
を
前
提
に
し
た
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
本
部
か
ら
は
中
村
（
憲
）、
佐
藤
（
征
）

両
先
生
お
招
き
し
、
基
本
か
ら
始
め
礼
法

を
改
め
て
練
習
し
、
戸
山
流
形
、
制
定
刀

法
、
中
村
流
形
、
組
太
刀
、
そ
し
て
試
斬

と
無
駄
な
時
間
な
く
濃
い
内
容
の
稽
古

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

初
日
は
十
八
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
形

の
講
習
会
を
主
に
行
い
、
二
日
目
は
昇
段

試
験
を
念
頭
に
、
受
講
者
九
名
と
会
員
七

名
の
参
加
者
が
、
両
先
生
の
指
導
の
下
、

試
験
技
で
各
自
苦
手
な
部
分
の
修
正
を

目
的
に
稽
古
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

昇
段
試
験
は
、
緊
張
の
中
で
三
名
の
審

査
員
の
前
で
行
わ
れ
、
全
員
規
定
の
点
数

内
で
昇
段
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

初
段
の
部
：
高
岸
周
平
、
古
川
政
太
、 

茅
野
泰
正 

二
段
の
部
：
内
藤
幸
雄
、
鈴
木
雅
彦 

三
段
の
部
：
中
根
和
幸
、
井
戸
肇
、 

中
尾
信
一 

五
段
錬
士
：
大
橋
和
彦 

 
 

 
 （

教
士
七
段 

石
川
勉
） 

 

みなさま、 

おめでとう 

ございます！ 
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      （鶴誠会 教士八段 野村 義隆） 

5 月 27 日から 6 月 3 日まで米国ワシントン支部を訪問した。 

米国バージニア州アレキサンドリア市にあるワシントン DC キャピタルエリア武道会・剣魂会道場（デー

ブ・ドラウディ道場長）が主催する抜刀道と居合道の武道合宿が、米国バージニア州アレキサンドリア市

で行われた。 

ワシントン DC キャピタルエリア武道会は、抜刀道、居合道、弓道、剣道、薙刀、杖道を行う 6 つの武道

団体の統括組織で、共同で常設道場を管理・運営している。(代表幹事はデーブ・ドラウディ氏)  

抜刀道は剣魂会が参加し、八種の構えと納刀、八方斬、 

戸山流、制定刀法、中村流、組太刀の稽古を行った。 

 
5/30(土) 午前 9:00~12:00 参加者 9 名 

 Carl Jenkins, Viet Nguyen, Fred McLaren, Derek Weaver,  

Chris Treichel, Chris Venner, Asa Kim, Hiroomi Yamaguchi, 

 Patrick Bannister 

 

6/1(月) 夜 18:30~20:30 参加者 7 名 

Viet Nguyen, Derek Weaver, Chris Treichel, Chris Venner,  

Hiroomi Yamaguchi, Asa Kim, Jeff Graham 

  

なお今年の大会には、Dave, Carl, Fred, Derek, Patrick 

 (ワシントン DC のみ) が参加する予定。 

 

今回の合宿参加者のうち半年以内に入会した者は３名であった。皆さん熱心に取り組んでいた。 

道場の空調が故障しており、雨季でもあり蒸し暑かった。道場は、元小学校だったところを借りているが、

設備が老朽化しており、数年内に建て替える計画があるとのことであった。 

Ợ꞉◦fi♩fi DC  

*IBF: International Batto-Do Federation （國際抜刀道連盟） 

      （半田支部 教士七段 石川 勉） 

6 月 12 日、午後タウンズビルに到着し、ホテルに荷物を置いて支部長ゴードン邸に挨拶に向かった。翌日

の講習会・昇段試験の詳細について打ち合わせを済ませる。 

 

翌 13 日午前中、会員と一緒に朝食を食べてから練習開始。 

約 15 人が集まり、礼法から始めた。続いて戸山流、制定 

刀法、中村流と全員で基本を何度も繰り返し練習した。 

非常に熱心で質問も多く出た。組太刀は、持段に関係なく 

全員が知っており、試斬と同じくらい熱心に興味深く練習 

をする。概ね外人は力任せに上半身または腕力に頼った刀 

の振り方が多いが、オーストラリアではうまく体を使って 

素振りをしている。ゴードンの教えもそのあたりを重視し 

て指導をしている。 

試斬に使う藁は、新品の畳表で 1 本 7 豪ドル（650 円ほど）もする高価な品であった。試斬の前日に会員

全員で巻き、ゴードン邸のプールにそのまま放り込み、翌日そのまま引き上げ、会場まで運んでいく。 

 

翌日の昇段試験は、女性 2 名、男性 5 名が受審した。 

飛行機で数時間かけて受けに来るだけに、全員素晴らしい 

技を見せてくれた。あらかじめ試験前に受信者をかなり絞 

り込み、間違いない人しか受けさせないとか。 

 

オーストラリア支部は、これからもＩＢＦにとって大事な 

支部となっていくと思った。 

会員数も増え続けている。 

 

Ợ○כ☻♩ꜝꜞ▪ ⅔╟┘  
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鶴
誠
会 
戸
山
流
範
士
八
段 

中
村
流
教
士
八
段 

佐
藤 

征
二 

抜
刀
道
教
士
八
段 

 

私
が
宗
家
中
村
泰
三
郎
先
生
の
門
下
に
入

門
し
た
の
は
、
今
か
ら
二
十
三
年
前
の
平
成

四
年
で
し
た
。 

 

中
村
先
生
と
私
の
出
会
い
は
、
今
思
う
と

と
て
も
偶
然
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
私

は
中
村
先
生
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
刀
が
好
き
で
、
居
合
な
ど
を
や
っ

て
見
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

あ
る
日
、
私
の
住
ん
で
い
る
茅
ヶ
崎
を
歩
い

て
い
る
と
、
刀
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
い
る
人
が
ラ

ー
メ
ン
屋
に
入
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
人
の
後

の
入
り
、
そ
の
人
に
「
何
処
で
稽
古
し
て
い
る

の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
そ
の
人
は
「
剣
道

を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
あ
と
に
中
村
流
抜
刀
道

を
稽
古
し
て
い
る
、
も
し
良
か
っ
た
ら
見
に
来

ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
稽
古
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
毎
週
鶴
見
で
中
村
流
抜
刀
道

を
中
村
先
生
に
指
導
を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。「
も
し
や
っ
て
み
る
気
が
あ
る
な
ら
、

中
村
先
生
を
紹
介
す
る
か
ら
次
の
土
曜
日
に
鶴

見
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
こ
と
で
鶴
見
に

行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
村
先
生
に
お
会
い

し
た
わ
け
で
す
。 

 
そ
の
時
の
先
生
の
印
象
は
、
ち
ょ
っ
と
小
太

り
の
優
し
そ
う
な
先
生
で
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
し

な
が
ら
「
何
か
武
道
は
や
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
」

と
言
わ
れ
私
は
「
何
も
経
験
あ
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
る
と
、
先
生
は
「
そ
う
か
、
そ
の
方
が
良

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
稽
古
が
始

ま
り
中
村
先
生
が
刀
を
持
ち
構
え
た
姿
を
見
て

ビ
ッ
ク
リ
、
今
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
先
生
が
別

人
の
よ
う
な
姿
に
変
わ
り
、
何
と
も
近
寄
り
が

た
い
雰
囲
気
で
し
た
。
私
は
、
一
瞬
で
そ
の
姿

に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
稽
古
が
終
わ

り
先
生
が
「
帰
り
に
家
に
来
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
家
に
行
く
と
、
模
擬
刀
と
稽
古
着

を
出
さ
れ
「
こ
れ
を
持
っ
て
い
き
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
鶴
誠
会
に
入
会
し
、

中
村
先
生
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。
後
か
ら
話

を
聞
く
と
、
中
村
先
生
が
物
凄
い
人
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た 

 

私
に
と
っ
て
、
中
村
先
生
と
の
出
会
い
は
偶

然
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
私
の
人
生
が

変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 
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あ
る
日
、
中
村
先
生
か
ら
「
演
武
に
い

く
か
ら
一
緒
に
行
け
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
成
瀬
さ
ん
、
高
野
さ
ん
そ
し
て
私
の

三
人
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京

の
大
丸
で
し
た
。
そ
の
会
は
、
中
村
先
生

の
出
身
県
で
あ
る
山
形
県
人
会
の
席
で

し
た
。 

 

演
武
も
終
わ
り
ロ
ビ
ー
を
歩
い
て
い

る
と
写
真
館
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
成
瀬

さ
ん
が
「
皆
紋
付
を
着
て
い
る
こ
と
だ

し
、
中
村
先
生
の
写
真
を
撮
ろ
う
」
と
先

生
に
話
す
と
、
先
生
も
快
い
返
事
を
下
さ

り
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

写
真
が
出
来
上
が
り
写
真
館
の
ご
主

人
は
、
余
り
の
先
生
の
威
厳
の
あ
る
姿
に

驚
き
「
今
ま
で
に
、
こ
ん
な
写
真
は
な
い
」

と
素
晴
ら
し
い
額
ま
で
入
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
写
真
が
、
み
な
さ
ん
が
大
会

な
ど
で
見
て
い
る
あ
の
写
真
で
す
。
あ
の

時
撮
っ
て
お
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

中
村
先
生
が
亡
く
な
る
ま
で
の
十
一
年
間
、

鶴
見
中
学
校
の
体
育
館
で
毎
週
土
曜
日
に
直

接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

先
生
か
ら
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
中
で
私
が
心
に
残
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
「
真
剣
斬
り
の
極
意
」
で
す
。 

一
に
刃
筋
、
二
に
角
度
、
三
に
円
形
線
、
そ
し

て
手
の
内
（
茶
巾
し
ぼ
り
）
の
大
事
で
す
。
こ

れ
が
真
剣
斬
り
の
極
意
で
あ
る
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。 

 

そ
れ
と
「
気
位
」
で
す
。
「
佐
藤
、
気
位
が

な
い
よ
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
入
門
し
て
何

年
も
し
て
い
な
い
私
は
そ
の
意
味
が
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
く
知
ら
べ
る
と
先
生
が
言

っ
て
い
る
「
気
位
」
と
は
、
「
稽
古
か
ら
生
ま

れ
る
自
信
で
あ
る
」
と
。
中
村
先
生
の
中
段
構

え
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
け
な
い
何
と
も
言
え

な
い
構
え
。
あ
れ
が
自
信
か
ら
く
る
「
気
位
」

で
あ
る
と
感
じ
と
り
ま
し
た
。 
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平
成
十
五
年
四
月
、
國
際
抜
刀
道
連
盟
の

役
員
総
会
が
鶴
見
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
其

の
時
、
中
村
先
生
は
入
院
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
総
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は

い
き
な
り
「
今
日
は
皆
に
お
別
れ
に
来
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
皆
ビ
ッ
ク
リ
、
先
生
冗
談

言
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

総
会
も
終
わ
り
先
生
は
又
入
院
さ
れ
ま

し
た
。
暫
く
し
て
私
も
お
見
舞
い
に
行
き
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
病
室
か
ら
先
生
の
大
き

な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

「
南
無
行
法
蓮
華
経
、
南
無
行
法
蓮
華
経
、 

南
無
行
法
蓮
華
経
」 

そ
し
て 

「
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
」 

「
朋
子
あ
り
が
と
う
」 

と
何
回
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
そ
の
声
を
聞
く
と
な
か
な
か
病
室
に

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
室
に
入
る
と
先
生 

が
私
の
手
を
握
り
「
佐
藤
よ
く
来
て
く
れ

た
。
こ
れ
か
ら
は
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
何
回

も
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
は
亡
く
な
り

ま
し
た
。 

初
代
中
村
泰
三
郎
先
生
十
三
回
忌
追
悼
大
会 

第
十
八
回 

國
際
抜
刀
道
連
盟
全
国
大
会 

第
二
十
一
回 

戸
山
流
中
村
流
抜
刀
道
全
国
大
会 

 

抜
刀
道
全
国
大
会
の
開
催
日
程
が
左
記
の
通
り
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

日 

程
： 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
八
日
（
日
） 

場 

所
： 

横
浜
市
鶴
見
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

受
付 

： 

午
前
九
時
～
開
始 

開
会
式
： 

午
前
九
時
三
十
分 

 

 
 

 

☆
受
付
と
同
時
に
刀
剣
検
査
を
行
い
ま
す
。 

開
会
式
ま
で
に
受
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

 

本
部
道
場 

鶴
誠
会
会
長 

中
村 

憲
三 

Ẏ
̝

 

《
編
集
後
記
》 

 
 

役
員
会
で
会
報
発
行
の
計
画
が
持
ち
あ

が
っ
て
か
ら
は
や
？
か
月
。
お
待
た
せ
い

た
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
國
際
抜
刀
道
連

盟
の
会
報
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
お
忙
し
い
中
ご
執

筆
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
、
な
ら
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
紙
面
の
制
約
か
ら
、
お
断
り
な
し

に
内
容
を
一
部
割
愛
・
修
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
目
に
つ
く
と

存
じ
ま
す
が
、
ビ
ギ
ナ
ー
編
集
者
ゆ
え
お

許
し
く
だ
さ
い
。 

な
お
こ
れ
か
ら
も
改
善
に
努
め
、
充
実

し
た
内
容
の
会
報
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
ご
意
見
ご
要
望
は
大
歓
迎

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
左
記
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
高
橋 

記
） 

 

 

《連絡先》 

 

國際抜刀道連盟 

事務局長  中村憲三 

〒331-0823 

埼玉県さいたま市北区日進町 1-57-8 

☎090-9205-1105 

 

または 

会報編集係 高橋（淳） 

e-Mail: jun3taka@nifty.com 

 
 

中
村
先
生
が
亡
く
な
り
、
今
年
が
十
三
回
忌

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
村
先
生
の
教
え
を
守
り
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
戸
山
流
、
中
村
流
を
正
し

く
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

蒸
し
暑
い
日
の
夕
べ
、
帰
路
を
急
い
で
い

た
私
の
目
の
前
を
ト
ン
ボ
が
す
っ
と
横
切
っ

た
。
思
わ
ず
立
ち
止
ま
る
と
、
ト
ン
ボ
も
つ

か
の
間
空
中
で
停
止
し
た
後
、
す
い
ー
っ
と

飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
ほ
の
か
な
清
涼
感
を

残
し
な
が
ら
。 

 

さ
て
蜻
蛉
と
書
く
こ
の
ト
ン
ボ
、
ご
存
知

の
よ
う
に
「
勝
ち
虫
」
と
も
呼
ば
れ
、
縁
起

物
だ
そ
う
だ
。
特
に
武
士
に
よ
ろ
こ
ば
れ
た

の
は
、
こ
の
虫
が
俊
敏
に
力
強
く
空
中
を
飛

び
回
り
、
決
し
て
後
ろ
向
き
に
は
飛
ば
な
い

こ
と
か
ら
「
不
転
退
）
」 

の
精
神
を
表
す
か
ら
だ 

と
か
。
そ
こ
で
刀
剣
の 

拵
え
や
武
具
の
意
匠
と 

し
て
愛
用
さ
れ
た
。 

古
え
に
は
、
雄
略
天
皇
が
吉
野
に
狩
に
出

か
け
た
際
、
腕
を
刺
し
た
ア
ブ
を
ト
ン
ボ
が

く
わ
え
て
飛
び
去
っ
た
と
古
事
記
に
あ
り
、

以
来
縁
起
の
良
い
虫
と
さ
れ
た
と
い
う
。 

も
う
ひ
と
つ
、
古
く
か
ら
日
本
で
縁
起
の

良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
虫
が
い
る
。
人
々
が
、

昔
か
ら
そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
タ

マ
ム
シ
で
あ
る
。「
吉
丁
虫
」
と
も
書
く
そ
の

翅
を
タ
ン
ス
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
、
着
物

が
増
え
る
と
か
、
お
金
が
増
え
る
と
か
。 

そ
う
聞
け
ば
、
つ
い
「
さ
っ
そ
く
タ
マ
ム

シ
を
探
し
だ
し
て
、
翅
を
財
布
に
入
れ
て
」

な
ど
と
さ
も
し
い
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う

が
、
す
で
に
多
く
の
県
で
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
は
す

で
に
レ
ア
ア
イ
テ
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。
残
念
！ 


